
目 次

支部長挨拶／2023年度支部総会・活動報告････････２

2023年度収支計算書／2024年度収支予算書（案）･･３

2023年度支部役員等････････････････････････････３

神田会長メッセージ････････････････････････････４

仲良きことは美しき哉･･････････････････････････４

甫水会の活動・甫水ＯＢ会の振り返り････････････５

他支部紹介（長崎県支部）･･････････････････････６

赤羽台キャンパス探索･･････････････････････････７

神泉会だより･･････････････････････････････････８

三田巡り･･････････････････････････････････････９

関口先輩をしのぶ･･････････････････････････････10

第100回箱根駅伝応援新年会･････････････････････10

ランチブッフェ／城東支部歩こう会･･･････････････11

埼玉東部支部女性の集い／編集後記･･････････････12

事務局だより･･････････････････････････････････12

神奈川県支部支部ブログ

のＱＲコード です

発行日 2024年5月1日

【油壷初夏】 画：山郷 邦夫（S46 建築）
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～２０２４年度
支部総会について～

支部だより Ｎｏ.５１

題字：奥津 穂豊［繁］ （S44 国文）

期日 2024年6月15日(土) 13：00～

会場 横浜桜木町ワシントンホテル
TEL０４５－２４３－７１１１

・JR桜木町駅(南改札東口) 徒歩2分

・市営地下鉄 桜木町駅(北1口) 徒歩2分

・みなとみらい線 馬車道駅(1ｂ出口）徒歩3分



東洋大学校友会神奈川県支部
2023年度支部総会・活動報告

事務局長 宮崎 縣
(S52 中哲)

東洋大学校友会神奈川県支部は、2023年6月17日(土)

13時15分から、横浜桜木町ワシントンホテルで2023年

度総会を開催しました。昨年同様に、出席者各位の安

全を第一に極力少人数で簡素な総会としました。議長

に櫻井支部長を選出し議案の審議に入り、2022年度事

業・決算・監査の報告事項を承認してから、2023年度

基本方針・重点活動目標・事業計画・予算を決定しま

した。

2023年度は諸会議を堅実に開催し、第100回箱根駅伝

応援新年会をはじめ、甫水会・甫水OB会や神泉会との

連携による行事・催事にも参加できました。

赤羽台キャンパス探索、ランチブッフェ、三田巡り

等にもとりくみました。支部だより（会報）では、毎

月1回編集会議を開くなかで、企画・取材・編集作業に

とりくみ、50号記念としてページ数と印刷部数を増や

し、多くの方々にお読みいただきました。

東洋大学校友会神奈川県支部は、親睦と交流を深め

るとともに、これからもチームワークを発揮し、東洋

大学および学生の応援組織として前進していきましょ

う。

最後に、2023年8月22日、長年にわたり神奈川県支部

事務局長として、多大なご貢献とご活躍をされた関口

俊一氏が急逝されました。ご生前のご厚情に深く感謝

するとともに、故人のご功績を偲び、心からご冥福を

お祈りいたします。
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支部長挨拶

櫻井 裕子
（S49 短観光）

神奈川県支部会員の皆さまには、日頃より支部活

動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げま

す。

世界的パンデミックを引き起こしたCOVID―19が５

類に移行されたことを機に、これまで自粛していた

イベントや観光など人の交流も復活の傾向がみられ、

社会活動も活性化し始め明るい展望が開けてきまし

た。

このような中、神奈川県支部では、恒例の箱根駅

伝応援新年会を４年ぶりに開催することができ、近

隣支部を含め８０名を超える方々にご参加いただき、

新年の門出に相応しい会となりました。第100回を迎

えた箱根駅伝は、元旦に発生した地震で多大な被害

がもたらされた例年の合宿地能登への思いを胸に力

走し、「鉄紺の再建」が期待できる１９年連続のシー

ド権を守りました。

私たちは、４年間にも及ぶ新型コロナウイルスと

の戦いを経験し、様々な学びを得ました。個々の価

値観や生き方を尊重し、多様性が求められる時代へ

と変わりつつあります。

校友会神奈川県支部におきましても、お互いの個

性を生かし様々な考え方を大切に捉えた多様性との

共生を重視し、未来に向けた継続的な卒業生の人材

の活躍と定着の実現のため、笑顔あふれる魅力的な

支部づくりに努めます。引き続きご支援をいただき

ますようお願い申し上げます。



大学理事 澁谷  哲一 S44 経   済

大学評議員 吉田由多可 S52 土木工

相談役 林         勇 S26 社   会

支部長 櫻井   裕子 S49 短観光

副支部長 関      輝武 S43 機械工

副支部長 河野     洋 S43 建   築

副支部長 田中     茂 S49 経   済

副支部長 原崎   久人 S50 建   築

相談役・監事 高原   正人 S40 経   済

監　事 城野   則重 S49 英米文

事務局長 宮崎     縣 S52 中   哲

理事・会計 平山   豊雄 S46 法   律

理   事 結城     正 S38 法   律

理   事 井上   博文 S38 応   社

理   事 浅野   正毅 S41 土木工

理   事 塩川   一美 S42 法   律

理   事 与儀   喜克 S42 経   済

理   事 近藤     正 S44 社   会

理   事 関根   素子 S44 短観光

理   事 美尾   文明 S47 建   築

理   事 山崎   善明 S53 応   社

理   事 大場 ひとみ S57 応   社

理   事 佐藤　　厚 H10 院印哲

理   事 塚田   準治 H22 観光俢

理   事 根本　文子 H23 院国文

2024～2025年度　支部役員（予定）

役員(役職) 名前 卒 年 学 科

単位；円

予算額 決算額 増　減

年会費交付金収入 250,000 137,000 113,000

終身会費交付金収入 190,000 161,000 29,000

新卒者納入会費 4,000 9,000 -5,000

支部総会祝金収入 0 0 0

支部事務費補助収入 20,000 20,000 0

支部会報発行助成収入 50,000 50,000 0

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ助成収入 10,000 10,000 0

総会特別企画補助収入 30,000 0 30,000

女性参加促進助成収入 10,000 10,000 0

各種支部企画補助収入 40,000 0 40,000

支部総会通信費収入 0 0 0

小　計　① 604,000 397,000 207,000

支部総会参加費収入 300,000 106,000 194,000

支部会費収入 100,000 10,000 90,000

赤羽台キャンパス 0 61,000 -61,000

預金利息収入 0 4 -4

雑収入 0 60,000 -60,000

広告料収入 40,000 24,000 16,000

ランチビュッフェ 0 108,500 -108,500

小　計　② 440,000 369,504 70,496

1,044,000 766,504 277,496

支
部
内
収
入

  2023年度 収支計算書

自： 2023年4月1日 ～ 至： 2024年3月31日

収 入 計③＝　①＋②

【収入の部】

科　目

本
部
交
付
金

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予算額 決算額 増　減

支部総会関連費支出 360,000 153,500 206,500

支部会報作成費支出 170,000 77,910 92,090

支部活動費支出 50,000 194,482 -144,482

地区活動費支出 20,000 0 20,000

会議費支出 50,000 33,770 16,230

通信費支出 30,000 8,280 21,720

印刷費支出 10,000 2,385 7,615

事務用消耗品費支出 20,000 9,018 10,982

旅費交通費支出 100,000 79,192 20,808

慶弔費支出 20,000 31,450 -11,450

渉外費支出 150,000 41,000 109,000

雑支出 34,000 35,138 -1,138

講師派遣費 30,000 0 30,000

0

0

予備費支出 0 0

1,044,000 666,125 377,875

0 100,379 -100,379

523,804 523,804 0

523,804 624,183 -100,379

次期繰越収支差額の内訳 現金 58,384
普通預金 565,799

計 624,183

次期繰越収支差額⑦＝⑤＋⑥

当期収支差額⑤＝③－④

前期繰越収支差額⑥

支
部
内
経
費
支
出

科　目

支 出 計④

【支出の部】

単位；円

  2024年度

予算案（イ） 予算額（ロ） 決算額

年会費交付金収入 150,000 250,000 137,000

終身会費交付金収入 170,000 190,000 161,000

新卒者納入会費 10,000 4,000 9,000

支部総会祝金収入 0 0 0

支部事務費補助収入 20,000 20,000 20,000

支部会報発行助成収入 50,000 50,000 50,000

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ助成収入 10,000 10,000 10,000

総会特別企画補助収入 30,000 30,000 0

女性参加促進助成収入 10,000 10,000 10,000

各種支部企画補助収入 40,000 40,000 0

支部総会通信費収入 0 0 0

小　計　① 490,000 604,000 397,000

支部総会参加費収入 300,000 300,000 106,000

支部会費収入 70,000 100,000 10,000

赤羽台キャンパス 0 0 61,000

預金利息収入 0 0 4

雑収入 0 0 60,000

広告料収入 40,000 40,000 24,000

ランチビュッフェ 100,000 0 108,500

小　計　② 510,000 440,000 369,504

1,000,000 1,044,000 766,504

　　2024年度

予算案（イ） 予算額（ロ） 決算額

支部総会関連費支出 200,000 360,000 153,500

支部会報作成費支出 150,000 170,000 77,910

支部活動費支出 200,000 50,000 194,482

地区活動費支出 20,000 20,000 0

会議費支出 50,000 50,000 33,770

通信費支出 15,000 30,000 8,280

印刷費支出 10,000 10,000 2,385

事務用消耗品費支出 20,000 20,000 9,018

旅費交通費支出 100,000 100,000 79,192

慶弔費支出 20,000 20,000 31,450

渉外費支出 150,000 150,000 41,000

雑支出 35,000 34,000 35,138

講師派遣費 30,000 30,000 0

0 0

0 0

予備費支出 0

1,000,000 1,044,000 666,125

0 0 100,379

523,804 523,804

0 523,804 624,183

   2023年度

    2024年度 収支予算書（案）
自： 2024年4月1日 ～ 至： 2025年3月31日

【収入の部】

【支出の部】

本
部
交
付
金

支
部
内
収
入

収 入 計③＝①＋②

科　目

　　2023年度
科　目

支
部
内
経
費
支
出

支 出 計④

当期収支差額⑤＝③－④

前期繰越収支差額⑥

次期繰越収支差額⑦＝⑤＋⑥
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神奈川県支部の皆様には日頃より

校友会活動にご理解とご支援を賜り

感謝申し上げます。

櫻井支部長をはじめとするスタッ

フの皆様による支部のご努力に敬意

を表します。今年は大変な災害で年

が明けましたが、箱根駅伝では神奈

川支部の皆様の必死の応援により素

晴らしい襷の繋がりを見せてくれました。

今年の干支は「甲辰（きのえ・たつ）」で、成長や

春の象徴を表しているとのことですので、校友会もあ

まねく成長を促す年であってほしいと念願しておりま

す。

今般、臨時代議員会を開催して、定款変更の提案を

代議員の皆様にお諮りしましたが、多数の賛成はいた

だいたものの、議決要件である総代議員数の３分の２

以上を満たすことができませんでした。

臨時代議員会で皆様に諮った定款の変更等は、会を

健全化することに加え、財政破綻までの限られた時間

の中で、大学との包括協定を着実に進めるために提案

したものです。

しかし残念ながら、理事会決定に従う基本的なルー

ルが無視され、決議後に定款変更に反対する文書が流

され、代議員の皆様からは議案に反対するようにとの

電話が元校友会役員からかかってきたとの連絡が寄せ

られるに至りました。こうした活動が、代議員の皆様

の賢明なる判断を阻害し、多くの白票・棄権を生む事

態になったと考えております。

今年は明治２７年（１８９４年）に哲学館同窓会が

設立されて１３０年の節目を迎えます。このような年

に当たり、校友会では引き続き大学との信頼関係を深

め、連携協力における包括協定の８項目をさらに推進

し、校友会費の代理収納の復活、卒業生情報の共有に

繋げてまいります。

神奈川県支部の益々のご発展を祈念すると共に、校

友の皆様には校友会の活性化と改革にご理解とご支援

を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

3月24日、新宿の三平会館６階で「校友会を語る会」

が開催されました。私たち神奈川県支部からは３名が

自主参加しました。

前日の神奈川県支部主催「三田巡り」(後掲９ページ

を参照)に、お忙しい中にも関わらず「校友会を語る会」

呼びかけ人の方々にもご参加いただき、そのお礼も兼

ねて出席させていただきました。

会では、2023年度理事会報告、 臨時代議員会の結果

報告、校友会の会員推移および納入会費の現状、今後

のとりくみなどについて、約２時間にわたり説明を受

け、熱心な意見交換が行われました。

個人的な感想としては、武者小路実篤氏の名言「仲

良きことは美しき哉」から学び、お互いが良かれと思っ

て行ったことにより、悲劇的な結果を招いてしまうこ

とがないようにして欲しいのです。

小異を捨てて（小異を尊重しつつ）大同につき、

「喧嘩するほど仲がいい」と笑って手を取り合えるよ

うに、切に願っている次第です。

「校友会を語る会」を終え、休憩をとってから懇親会

に入りました。参加者の皆様の明るい笑顔、無垢なる

表情。私は三平会館スタッフにスマホを手渡し、集合

写真を撮ってもらいました。

まさに、「仲良きことは美しき哉」ですね。なお、

懇親会は神奈川県支部から参加した高原監事の一本締

めで閉会しました。

〈宮崎 S52 中哲〉

「新たな組織文化の形成をめざして」

東洋大学校友会 会長 神田 雄一

原﨑 久人（S50 建築）

〒231-0048

横浜市中区蓬莱町3-104-4-803

TEL 050-3707-2620
FAX 045-262-8761 E-mail harasaki@ya2.so-net.ne.jp

仲良きことは美しき哉

校友会を語る会に参加して



校友会神奈川県支部51号発刊おめでとうございます。

コロナ渦に娘が入学し、他の親御さんと交流を持ち

たいと甫水会の行事に参加し、そこから私の役員活動

が始まりました。

中高のPTAとは違い、企画運営がほぼ支部に任され

ていて、十数人の役員がコロナの規制がある中、会員

の皆さんが喜んでくださるイベントを企画し、丁寧に

進めています。今時の就職事情や駅伝指導のご経験の

ある方の講話もあり、有意義な時間を過ごせました。

昨年度から副支部長を拝命し、同時にコロナも５類

になり、精力的に支部が動き出し、その年の総会後の

懇親会では、シンガーである役員さんの唄を聴いたり、

ご当地クイズなどをして盛況な会となりました。これ

をきっかけにまた新たに役員さんをお迎えし、秋には

支部初の白山キャンパスツアーを催し、会員同士の交

流を大切にしたイベントを目標に新旧役員尽力して活

動できるようになっていきました。

年明けの駅伝応援でも初めて

規制なしで声も旗ものぼりも出

せるようになり、道行く現役学

生やOBの方からも声をかけて頂

き、また一つ楽しい思い出が増

えました。復路横浜でランナー

の通過後、校友会の皆様とのス

クリーン応援や食事会も恒例の

行事として根付いています。

役員の皆さんは各々得意分野

があり、補い合いながら支部が成り立っています。

イベントの際、ど

なたかに役員になっ

て下さいとお願いす

るより、皆で学び楽

しむ時間を持つこと

を目標にした方がい

いということを役員

同士共有できました。

在籍する時間には限りがありますが、今後も東洋大

学並びに甫水会神奈川県支部の活動を応援していきた

いと思います。
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東洋大学校友会神奈川県支部の皆様に

は日頃より甫水会神奈川県支部ＯＢ会の

活動にご理解、ご協力を賜りまして誠に

ありがとうございます。

振り返りますれば令和5年は4年間の長

きに亘って続いていた新型コロナ禍もやや収まり、落

ち着きを取り戻した一年でした。甫水ＯＢ会の活動の

始めである1月2日、3日の箱根駅伝では久しぶりに横

浜崎陽軒での校友会、甫水会、甫水ＯＢ会友好3団体

での応援で大いに盛り上がりました。しかしながら我

が東洋大学はハラハラドキドキの総合10位でした。春

の散策は「大岡川の桜とみなとみらい絶景クル－ズ」

と銘打ちまして4年ぶりに盛り上がり、校友会の皆様

にも参加していただき有意義な一日を過ごしました。

そして、9月10日に戸塚地区センタ－にて開催した

総会では4年ぶりに校友会、甫水会の皆様を来賓とし

てお招きすることが出来ました。その後の「秋の集い」

は昨年に引き続き11月１2日に「薔薇の花が咲き乱れ

る公園と文学館巡り」と銘打ちまして、港が見える丘

公園、県立神奈川近代文学館、山下公園と三ヶ所を散

策致しました。その際には校友会の皆様が多数参加し

ていただき、その後の懇親会も大変盛り上がり有意義

で楽しい時間を過ごすことができました。そして12月

2日には、校友会様主催の「ランチブッヘｴ」と東洋大

学ＯＢの高木陸様の講演会に参加をいたしました。

令和5年は、甫水ＯＢ会として十分な活動ができた

一年でした。令和6年も以前に増して校友会の皆様、

甫水会の皆様の行事に参加できますように心より祈っ

ております。今後とも甫水ＯＢ会にご支援、ご鞭撻を

宜しくお願いいたします。

甫水ＯＢ会昨年の振り返り

東洋大学甫水会 神奈川神奈川県支部OB会

甫水会神奈川県支部の活動について
東洋大学甫水会神奈川県支部
副支部長 甲良 美香子
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支部だより「神奈川」は毎回すみずみまで拝読し、

その質・量の素晴らしい内容に敬服しております。

また、箱根駅伝の応援に際してお邪魔した長崎支

部校友には懇切丁寧なお世話をいただき厚くお礼申

し上げます。

さて、神奈川支部様とのご縁は2008年に神奈川県

の支部長を退任された、長崎県へ転居されてこられ

た佐藤博美氏（昭和43年建築学科卒）に始まります。

現在、佐藤氏には支部の顧問として支部運営や校

友会本部理事会の対応に的確な指導・助言をいただ

いており感謝しています。

次に支部活動の一端を紹介いたします。県北部の

松浦市には、学祖の歌碑があり、毎年3月末に美化作

業を行っています。この作業は佐賀県支部との交流

会も兼ねております。添付の写真はきれいになった

歌碑前での記念撮影です。他にもさまざまな活動を

長崎支部ブログで発信しておりますのでぜひご覧く

ださい。

さて、長崎は島の数は971で日本一です。海岸線は

4,137kmと長く、移動に金と時間がかかりますが、そ

の分、観光地が沢山あり、これまで多くの支部から

ご訪問いただいております。

直近では昨秋、埼玉西・函館支部の校友13名が訪

問され、海鮮料理と観光でたいへん満足していただ

きました。仕事や観光ツアーなど、当地訪問を企画

される際には、遠慮なくご相談ください。

九州各県が連携を取り、最良のルートをご提案い

たします。

長崎のお薦めはインターネットで検索されると良

いでしょう！

各種マラソン大会・バイクロード、隠れキリシタン、

遠藤周作文学館、軍艦島・グラバー園、大浦天主堂、出

島、中華街（長崎ちゃんぽん・皿うどん、豚角煮）、ベ

ルナード観光通り、眼鏡橋、浦上天主堂、原爆資料館、

平和祈念像、稲佐山（世界三大夜景）、トルコライス

（つるちゃん）、ランタンフェスティバル、長崎くんち、

精霊船流し、ペンギン水族館、雲仙温泉（星野リゾート

雲仙も有ります）、小浜温泉（105メートルの足湯の他、

温泉発電所見学もOK）、島原城、雲仙災害祈念館（ここ

は行く価値あり）、天草四郎・いるかウォッチング・佐

世保バーガー・海きらら水族館・九十九島・ハウステン

ボス・バイオパーク・五島・平戸などなど、長崎県支

部の活動や観光地などの資料について、引き続きご

興味があればお知らせください。

可能な限り収集してお届けいたします。

それから、首都圏にて長崎県を紹介してお

ります「日本橋長崎館」にもおいでください。

所在地は、中央区日本橋2－1－3

電話番号は【03－3241－1777】です。

カウンターで川島様・和久本様が丁寧に説

明して下さると思います。

最後になりますが、長崎県雲仙市小浜町富

津出身の民俗学者であるとともに、東洋大学

卒業の関敬吾元東洋大学教授（1899年～1990

年）は、日本昔話研究の開拓者でした。

雲仙市では、関敬吾氏の功績

を紹介するビデオを作成し、ユー

チューブで公開していますので、

ぜひご覧ください。

関敬吾さんのビデオＱＲコード

長崎支部紹介 神奈川県支部の皆様へ

長崎県支部長 上薗 茂樹（九州沖縄ブロック代表理事 1976年・機械卒）

学祖の歌碑美化作業
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2023年1月、赤羽台キャンパスに建設中の最後の新

校舎「HELSPO-HUB-3」が竣工し、4月から「健康スポー

ツ科学部」の教育研究の拠点として稼動を始めまし

た。2023年9月30日(土)に、初秋感ただよう赤羽台キャ

ンパスを神奈県支部の13名が訪問いたしました。

はじめに講義室において、渥美事務局次長からキャ

ンパス全施設の完成までの経緯、学部の再編、新学

部の創設目的、各校舎の設備、特長など詳細にわた

る説明をしていただきました。

その後、渥美次長の案内により情報連携学部棟の

「INIAD-HUB-1」、次に福祉社会デザイン学部棟の

「WELLB-HUB-2」、そして架橋デッキを渡り、健康ス

ポーツ科学部の「HELSPO-HUB-3」のアリーナ棟をは

じめ、別棟の図書館棟などを見学いたしました。

赤羽台キャンパスのＱRコード ➡

【特筆すべき注目点】

１.各学部棟への出入ルートは1階の門からとは別に、

各棟の3階レベルの屋根付の架橋によるデッキで歩

行者の導線が確保されているため、公道を通過す

る交通や校内広場の上空を天候に影響されず人の

移動が可能です。

２.ネットワークされた

進んた情報通信技術

により、ビジネスや

生活の仕方、社会構

造までが変ろうとし

ています。

情報連携学部はデ

ジタルや生成AI時代の到来に対応できる人材を育

成するため、2017年4月に開設された最先端の学部

です。

坂村健学部長は、DX:デジタルトランスフォーメー

ションを推進するためのデジタル人材の育成は、

学生への授業はもとより、卒業生や企業から派遣

されるDX人材の育成が必要であり、学部が主導す

る「公開講座」を開設してきました。

2023年春期では、約700名を越える受

講者を記録したとのことです（渥美次長

談)。 公開講座ＱＲコード ➡

３.「健康スポーツ科学部」のスポーツ施設のメイン

アリーナは、オリンピック予選選出大会に必要な

床面積と座席数( 1,700席)の規模を有し、また照

明、空調、音響設備等は、センサーとコンピュー

タで十数パターンの自動制御が可能とのことです。

アリーナの天井は、鉄骨と木材で照明荷重を分担

する「木屋根架構」で、明るく温かみを感じられ

る体育館(左の写真) に仕上っています。

そのほか、アリーナ棟に付属する施設として、

トレーニングルーム、ボルダリング壁、剣道、柔

道場、4階の屋上には80M短走路3レーンのトラック

が設置されています。

また、１階には学食やコンビニなどもあり、地

域の方々も利用していました。

４.図書館棟の1階は、地域の末就学児とその保護者

に開放されており、福祉社会デザイン学部、子供

支援学科の実践の場にも活用されています。

赤羽キャンパスは、実に多様な学問と、最先端の

「知」が習得できる学舎であると実感いたしまし

た。

２時間半にわたる見学を無事に終えて、渥美次長

をはじめ大学関係者にご協力をいただいたことに、

改めて感謝いたします。ありがとうございました。

なお、JR赤羽駅東口の居酒屋で懇親会を開き、大

いに盛上がりました。

赤羽台キャンパス探訪
浅野正毅(S41年土木工卒)

体育館での集合写真
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令和5年10月7日(土) 当日はまだ残暑の残る日でし

た。JR「小机駅」改札口に13時30分集合し見学地へ

と出発しました。

今回は「小机城址」に行く前に、近隣の寺社を回っ

てから、後発のBグループと「小机駅」近くの地区セ

ンターで合流したうえで「小机城址」に向かう2グルー

プに分けた総勢19名での行程としました。

近隣寺社巡り

先発のグループは先ず「小机城」ゆかりの北条氏

の重臣であり「小机城」の城代となった笠原氏が開

いた「雲松院」を訪問し、一番奥に位置する笠原一

族のずらりと十数基並んだ墓所、他を見た後、次は

池上本門寺の末寺として創建された「本法寺」を訪

問。立派な山門、一つの巨石を鉢と龍が一体として

彫られた一石彫りの手水鉢等、貴重なものがありま

した。

三カ所目も予定していましたが、参加者の熱心さ

で予定時間をオーバーしたため一旦、次のグループ

との合流地点に向かいました。

地区センター

後発グループと合流し、

この施設に展示してある

「小机城址」のジオラマ、

ほかの写真の展示物を見学

した後、「小机城址」へと

むかいました。

「小机城址」

「小机城」は室町のころから軍事上の要衝として築

かれ、その後、江戸城主の太田道灌に攻め落とされ

ました。

その後、北条氏の拠

点として家臣の笠原氏

が城代を務め、江戸時

代初期には廃城となり

今日に至っています。

今は本丸跡、二の丸

跡、他土塁、空堀など

を残すのみとなってい

ます。

昭和39年の東京オリ

ンピック時に第三京浜

道路として開発され、

一部が道路用地になってすぐ脇を第三京浜が通って

います。東京方面からの道中横浜になって、小高い

山の脇を通過しますが、そこが「小机城址」となり

ます。

第17回 ヨコハマタウンウォッチング
「小机城址の散策」

原﨑 久人（Ｓ50 建築卒）

神泉会だより
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3月23日（土）、私たち東洋大学校友会神奈川県支

部は、甫水会および甫水0Ｂ会神奈川県支部（計3名）、

近隣支部（4名）、一般参加者（2名）を含む21名で、

慶応大学三田キャンパス見学を含めた「三田巡り」

を実施しました。

三田巡りは、西郷南洲と

勝海舟が江戸無血開城のた

めに会見した場所からスター

トしました。続いて、今回

のメインである慶応大学三

田キャンパス見学（久しぶ

りの学食体験を含む）に向

かいました。

案内役は48年間、芝5丁

目で働き、今もＯＢ会のお

手伝いで通っている宮崎が担当いたしました。

後掲ＱＲコードのとおり、慶応大学三田会は大学

との強固な信頼関係を築き、自分たちのためではな

く慶応大学や在学生のために貢献しています。今回

の三田巡りを通して、「東洋大学と東洋大学校友会

との信頼関係や今後について考える一助」になれば

と企画しました。そもそも井上円了、福沢諭吉はとも

に勝海舟の弟子とも呼べる人物であり、二人の半生

や世界観、著作、私学の創設という共通点

があります。

慶應連合三田会のＱＲコード ➡

私たちは東洋大学の旗を立てて、慶応大学演説館・

福澤諭吉像の前と、旧図書館踊り場のステンドグラ

ス前で集合写真を撮りました。

ステンドグラスには、ラテン語で「ペンは剣より

も強し」と書かれてありました。そのペンから、慶

応大学の校章が出来ているのですね。何ごとにおい

ても、物語性（ストーリー）を追究する伝統を実感

させられました。

そして、私は「慶応大学にあって東洋大学にない

ものは何か？」について、感覚的に感じ取ることが

できました。来年は、「東洋大学校友会と慶応三田

会との交流ができれば良いなぁ」と思いました。

〈宮崎 S52 中哲卒〉

慶応大学三田キャンパスに東洋大学の旗を掲げて
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1月3日、横浜崎陽軒本店4階にて、東洋大学校友会神

奈川県支部・甫水会神奈川県支部・甫水OB会神奈川県

支部合同の箱根駅伝応援新年会を総勢83名で開催いた

しました。

今年は東洋大学国際

部国際課のご協力を得

て、初めて1名（写真

前列右）の交換留学生

を招き、一緒に箱根駅

伝応援を通じた交流を

することができました。

もう一つ、崎陽軒様のご協力を得て、校友会写真展

にも初めてとりくみました。出品していただいた2人の

校友に感謝申し上げます。

新年会スタート前、私たちは4年ぶりに、崎

陽軒本店前でのぼり旗を立て沿道から応援をし

ました。

そのあと、会場の大型スクリーンで9区～10

区のテレビ放送を見ながら声援を送りました。

わが母校は往路第4位を守り切り、10区では

区間賞に輝き、昨年の10位から大幅に躍進いた

しました。会場には笑顔と歓声があふれていま

した。

東洋大学陸上競技部の皆様、そして崎陽軒に

参集された皆様、本当にありがとうございまし

た。

毎年、素晴らしい会場を設営していただいて

いる崎陽軒様にもお礼を申し上げます。

来年こそは母校の優勝争いを期待し、全国の

校友および東洋大学ファンと一緒に、さらなる喜びを

共有化できるよう、東洋大学陸上競技部への応援をし

ていきましょう。 〈櫻井 S49 短観光〉

関口大先輩を偲ぶ会 2023年9月23日（土）13時から、アツギ・ミュージア

ムにおいて、関口大先輩を偲ぶ会を開催しました。

2009年第85回大会では、箱根駅伝の往路・復路とも

に母校の東洋大学が優勝し、初の総合優勝に輝きまし

た。その時に、神奈川県支部の事務局長としてデビュー

したのが、関口大先輩でした。

2024年、箱根駅伝は第100回大会を迎え、これまで15

年間の関口大先輩を忍び、急遽の開催にも関わらず参

加者一同、アツギ・ミュージアムの料理を堪能し、あ

たかも関口先輩がそばにいるような感覚の中で、話題

沸騰の時間を楽しみました。

〈扇谷 隆雄 S42 応用社会卒〉

第100回箱根駅伝応援新年会
往路第4位を守り切り、復路10区では区間賞に輝き、昨年の10位から大幅に躍進



2023年12月2日（土）、東洋大学校友会神奈川県支

部は「やさしい短歌を楽しもう」というテーマで、桜

木町ワシントンホテル5階レストランに歌人の高木陸

（むつみ、本名久子）さんをお招きし、講演とランチ

ビュッフェを開催しました。

高木陸さんは、2008年に日

本文学文化学科を卒業してい

ます。

「俳句には季語という制約と

難しさがあります。一方の短

歌は自由度が高く、情景や気

持ちを素直に表現できますの

で、ぜひ皆さんにもおすすめ

します」と短歌の魅力を語り、東洋大学が毎年実施し

ている「学生百人一首」を例に、優しく解説していた

だきました。

当日は、校友会会員・甫水会様・甫水ＯＢ会様など

31名の参加があり、楽しく賑やかなランチブッフェと

なりました。

高木陸様、運営スタッフの皆様、ご協力ありがとう

ございました。

〈田中 茂 S49 経済卒〉

10月22日（日）、私は

東洋大学校友会城東支部

の「JOTO歩こう会／哲学

堂エリアに遺風を訪ねる

ウオーキング」に参加さ

せていただき、遅めのラ

ンチ懇親会にも同席させ

ていただきました。

大江戸線中井駅に集合

し、妙正寺川沿いを歩き

～ 林芙美子記念館～哲学

堂公園～蓮華寺（井上円

了墓所）～トキワ荘マン

ガミュージアムを巡るコースでした（約2時間半）。

参加23名中、半数以上が女性

で、支部の中に5つの地区会が

あり、それぞれがイベントを企

画し、相互交流をしているそう

です。それから、「歩こう会」

のスタートとゴールに簡単な体

操をしており、神奈川県支部も

見習いたいと思いました。

懇親会の雰囲気

もすこぶる良かっ

たです。お店は、

トキワ荘近くの中

華「松葉」でした。

私たちはビール

を飲みながら、ソー

ス焼きそば、ラー

メン、ワンタンメン、餃子、炒飯などを美味しくいた

だきました。
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ランチブッフェ
やさしい短歌を楽しもう

天洲流吟詠会会長
宗家 寺山天洲

〒154‐0004

東京都世田谷区太子堂3－27－6

会員募集中 電話 03－3414－2718 FAX 03‐3414－3043

城東支部歩こう会に参加して

〈宮崎 縣 S52 中哲卒〉

〒220-0005 横浜市西区南幸1-10-18

〈電話〉045-311-2245 ：横浜駅西口徒歩30秒



私は、2023年11月19日(日)「埼玉県東部支部女性の

集い」に参加させて頂きました。

31段の雛祭りで有名な鴻巣市、絶滅危惧種の「コウ

ノトリ野生復帰センター」と江戸屋敷建築の「花久の

里」を秋晴れの穏やかな日和、荒川の堤防の先に真っ

白な富士山を眺め美味しい空気を味わって来ました。

前回と同様に「本当に女子会？」と思うほど、男性

の参加者が多く、埼玉県東部支部の結束力に感銘しま

した！

昼食会後の「反省会？」にも声をかけていただき、

中里支部長、名雲さん、橋北さんに親しく話をさせて

いただきました。

たいへんお世話になりました。
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〈会費納入のお願い〉

会費納入率が低下してお

ります。校友会は皆様の会費で運営されています。

周りに未加入の方がおられましたら、ぜひ入会をお

勧めください。

年会費 3,000 円 終身会費 50,000 円

校友会報（１回）と支部会報（１回）が届きます。

〈会員活動の情報提供を〉

現役で事業経営や退職後の奉仕活動などで活躍され

ている方を支部会報で紹介しています。

自薦・他薦・紹介・情報などを下記メール宛にお知

らせください。皆さまの情報をお待ちしています。

（注）ken.38zaki@gmail.com

事務局だより
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【編集後記】

（浅野）私は2017年度から赤羽台キャンパスの取材

記事を担当し、会報No.46号、No.49号、そして今期

のNo.51号を終了し、次号の52号では「朝霞キャンパ

ス」を企画し、ご紹介したいと思います。この7年間

の東洋大学は、グローバル大学の指定を受けて、大

幅に留学生受入れを増やし、AI(人工知能)時代を迎

えて、新しい学部の開設と再編、移転など、今日の

東洋大学の発展を導びいた大学理事会の決断があり

ました。我々の校友会は100%の大学支援のための団

体です。校友会は大学理事会の方針と密接に連携す

る中で、それぞれの支部活動を実行する団体に改革

していきましょう。

（河野）2023年度(2023.04〜2024.03)を振り返ると､

うれしい話題がある一方､悲しいニュースや、衝撃的

な出来事が多くありました｡昨年度､ヨコハマタウン

ウォッチングを私の腰痛等によりＡ班とＢ班に分け

て実施しました｡今後の企画について考えさせられま

した｡衝撃を受けたことは､2024年1月1日16時10分ご

ろ､能登半島地震が発生したことでした｡会報51号が

無事に発行できたことを嬉しく思っています｡ 皆さ

んの協力ありがとうございました。

（原崎）1年過ぎていくのが早くて、あっという間に

校了の段になりました。宮崎さんありがとうござい

ます。さあ、浅野さん52号の準備です。

（宮崎）直近の話題になりますが、4月7日、美尾理

事のお誘いで川崎大師に出かけてきました。当日は

世にも奇妙な、外国人旅行者に大人気の「かなまら

祭り」を体験し、異次元の非日常を目の当たりにし

ました。以前、大師公園に陣取り、神奈川県支部で

花見をやったことがあるそうです。というわけで、

校友会本部に提出した活動計画に、「4月：大師公園

でのお花見」を追加させていただきます。

埼玉県東部支部女性の集い
関根 素子（S44 短観光卒）


